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〔
キ
ー
ワ
ー
ド
〕　
極
楽
寺
瓦
経
・
写
経
僧
・
刻
書
（
篦
書
き
）
文
字
・
筆
順
・
文
字
習
熟
・
文
字
理
解

　
　
　
　
　
０

　

従
来
、
上
代
に
お
け
る
文
字
の
普
及
と
そ
の
習
熟
度
を
考
察
す
る
資
料
と
し
て
は
、
多
く
伝
世
さ
れ
た
文
献
資
料
に
限
ら
れ
て
来
た
き

ら
い
が
あ
る
。
し
か
し
、
伝
世
資
料
と
し
て
の
文
献
資
料
以
外
に
、
近
時
は
木
簡
・
墨
書
土
器
・
刻
書
土
器
・
漆
紙
文
書
等
の
出
土
文
字

資
料
が
重
要
と
な
っ
て
来
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
墨
書
土
器
・
刻
書
土
器
等
は
文
字
資
料
と
い
っ
て
も
、
一
字
か
二
字
程
度
の
も
の
が
多
く
、

従
っ
て
文
脈
を
辿
れ
な
い
た
め
に
、
そ
の
検
討
に
は
限
界
が
あ
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
て
来
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
上
代
人
の
文

字
生
活
史
の
探
求
に
は
無
視
で
き
な
い
資
料
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

島
根
県
蛇
喰
遺
跡
出
土
須
恵
器
の
篦
書
き
文
字
に
つ
い
て
次
の
見
解
が
あ
る
。

女
子
大
國
お　

第
百
五
十
二
号　

平
成
二
十
五
年
一
月
三
十
一
日　

播
磨
極
楽
寺
出
土
瓦
経
の
篦
書
き
文
字

　
　
　
　
　

―
筆
順
と
文
字
の
理
解
度
・
習
熟
度

―

西　
　

崎　
　
　
　

亨



8

　

平
川
南
は
「
島
根
県
玉
湯
町
蛇
喰
遺
跡
出
土
ヘ
ラ
書
き
須
恵
器
」
（
玉
湯
町
教
育
委
員
会
『
蛇
喰
遺
跡
』
一
九
九
九
）

に
お
い
て
、
比
較
的
画
数
の
少
な
い
「
由
」
字
を
例
に
挙
げ
、
蛇
喰
遺
跡
出
土
の
一
群
の
資
料
群
の
中
に
七
種
類
の
筆
順

（
下
図
）
が
帰
納
で
き
る
と
し
て
い
る
。
七
種
類
の
中
に
、
現
在
の
標
準
的
筆
順
は
見
ら
れ
な
い
。
因
み
に
、
蛇
喰
遺
跡
は
、

古
墳
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
の
玉
造
工
房
跡
の
一
部
で
あ
る
が
、
当
該
蛇
喰
遺
跡
は
奈
良
・
平
安
時
代
の
玉
作
遺

跡
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

数
種
類
の
筆
順
で
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
事
実
に
つ
い
て
、
平
川
南
は
前
掲
論
文
に
於
い
て
、
「
古
代
地
方
社
会
に
お

け
る
文
字
の
習
熟
の
問
題
を
象
徴
的
に
示
し
て
い
る
」
と
し
、
「
八
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
前
半
と
い
う
時
期
は
、
一
般

的
に
は
律
令
行
政
が
末
端
に
ま
で
浸
透
し
、
文
字
が
村
々
に
普
及
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
墨
書
土
器
が
広
範
囲
か
つ
多
量

に
分
布
し
は
じ
め
た
時
期
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
須
恵
器
工
人
の
文
字
の
習
熟
度
は
、
『
由
』
の
筆
順
さ
え

十
分
に
習
得
し
え
な
い
状
況
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
」
と
し
た
。

　

因
み
に
、
工
人
の
文
字
の
習
熟
度
を
知
る
資
料
と
し
て
、
美
濃
国
刻
印
の
篦
書
き
文
字
も
あ
る
。

　

岐
阜
市
芥
見
老
洞
老
洞
窯
跡
群
出
土
の
「
美
濃
国
」
刻
印
須
恵
器
に
つ
い
て
は
、
小
川
貴
司
に
刻
印
の
類
聚
が
な
さ
れ

て
い
る
（
『
『
美
濃
国
』
印
須
恵
器
の
研
究
』
（
小
川
貴
司
・
二
〇
〇
一
・
言
叢
社
）
。
と
こ
ろ
で
、
刻
印
文
字
の
な
か
で
注

目
す
べ
き
は
、
三
五
点
の
篦
書
き
文
字
の
存
す
る
点
で
あ
る
。

　

小
川
貴
司
の
「
濃
」
字
の
篦
書
き
文
字
の
模
式
図
に
従
っ
て
、
中
画
「
曲
」
字
部
分
の
筆
順
を
示
す
と
、

①

②

③ ④

⑤

⑥

①

④

② ③

⑤

⑥

⑦

⑧

③

④

① ②

⑤ ⑥

①

④

② ③

⑤

④

⑥

⑦

①

⑤

② ③

⑥

⑦

⑤

⑥

①

④

② ③

⑤

⑥

①

④

⑦ ⑧

② ③

①

④

⑤

②
⑥

③ ①

⑤

⑥

③
②

④ ①

⑤

⑥

③
②カ

④ ①

⑥

④

②
⑤

③ ①

⑤

⑥

②
④

③ ①

③

④

②
⑤

①

④

⑤

③
②
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の
よ
う
な
七
種
類
に
な
ろ
う
か
。
須
恵
器
工
人
の
文
字
理
解
の
不
十
分
さ
・
未
熟
さ
を
示
す
事
例
で
あ
る
。

　

筆
者
も
、
刻
書
さ
れ
た
篦
書
き
文
字
を
対
象
と
し
て
、
「
龍
角
寺
五
斗
蒔
瓦
窯
跡
出
土
文
字
瓦
に
見
る
文
字
生
活
―
筆
順
・
字
形
と
文
字

の
習
熟
度
―
」
（
『
武
庫
川
女
子
大
学
紀
要
（
人
文
・
社
会
科
学
編
）
』
第
51
巻
）
、
「
土
塔
出
土
の
文
字
瓦
に
見
る
文
字
生
活
―
知
識
集
団
と

文
字
習
熟
―
」
（
『
武
庫
川
女
子
大
学
紀
要
（
人
文
・
社
会
科
学
編
）
』
第
52
巻
）
等
の
拙
論
を
公
に
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　

本
稿
に
お
い
て
は
、
播
磨
極
楽
寺
瓦
経
塚
出
土
瓦
経
の
刻
書
（
篦
書
き
）
文
字
に
つ
い
て
、
そ
の
筆
順
に
焦
点
を
当
て
て
、
写
経
僧
の

文
字
の
習
熟
度
・
理
解
度
に
つ
い
て
小
考
し
、
文
字
の
普
及
と
文
字
理
解
・
文
字
習
熟
と
は
必
ず
し
も
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に

つ
い
て
述
べ
た
い
。

　
　
　
　
　
１

　

瓦
経
は
、
方
形
の
粘
土
板
に
篦
な
ど
で
、
経
典
を
刻
し
て
焼
成
し
た
も
の
で
、
埋
経
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
埋
経
の
最
盛
期
は

十
一
世
紀
平
安
時
代
後
半
か
ら
、
十
二
世
紀
後
半
ま
で
で
、
そ
の
創
始
は
永
承
七
年
を
末
法
第
一
年
と
さ
れ
る
思
想
の
広
が
る
の
と
時
期

を
同
じ
く
す
る
。
因
み
に
、
埋
経
は
妙
法
蓮
華
経
な
ど
の
経
典
を
書
写
し
、
土
中
に
埋
納
す
る
行
為
で
成
り
立
つ
経
供
養
を
い
う
。
写
経

の
埋
納
に
は
様
々
な
も
の
が
あ
る
。
不
朽
性
を
考
慮
し
て
、
紙
本
経
に
替
え
て
瓦
経
を
埋
納
す
る
よ
う
に
な
る
。

　

関
秀
夫
『
平
安
時
代
の
埋
経
と
写
経
』
（
東
京
堂
出
版
・
一
九
九
九
）
に
よ
る
と
、
瓦
経
を
使
っ
た
埋
経
と
し
て
、
紀
年
銘
の
は
っ
き
り

①

②

③ ④

⑤

⑥

①

④

② ③

⑤

⑥

⑦

⑧

③

④

① ②

⑤ ⑥

①

④

② ③

⑤

④

⑥

⑦

①

⑤

② ③

⑥

⑦

⑤

⑥

①

④

② ③

⑤

⑥

①

④

⑦ ⑧

② ③
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し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
次
の
八
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

一
〇
七
一
（
延
久
三
） 

鳥
取
県
大
日
寺　
　

四
二
七
枚

　

一
〇
八
六
（
応
徳
三
） 

岡
山
県
安
養
寺　
　

三
一
八
枚

　

一
一
〇
九
（
天
仁
二
） 

徳
島
県
犬
伏　
　
　

三
一
四
枚

　

一
一
一
四
（
永
久
二
） 

福
岡
県
飯
盛
山　
　

二
九
八
枚
（
含
絵
瓦
）

　

一
一
二
七
（
大
治
二
） 
京
都
府
最
福
寺

　

一
一
四
三
～
一
一
四
四
（
康
治
二
～
天
養
元
）

 

兵
庫
県
極
楽
寺　
　

四
九
三
枚
以
上

　

一
一
四
四
（
天
養
元
） 

佐
賀
県
築
山

　

一
一
七
四
（
承
安
四
） 

三
重
県
小
町
塚

　

極
楽
寺
の
多
数
の
経
典
を
書
写
し
、
仏
像
や
卒
塔
婆
を
添
え
る
瓦
経
を
用
い
た
埋
納
は
、
妙
法
蓮
華
経
を
主
と
す
る
紙
本
経
の
埋
納
と

は
異
な
る
方
式
の
埋
納
で
あ
る
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
極
楽
寺
瓦
経
に
つ
い
て
の
「
願
文
」
「
奥
書
」
等
に
つ
い
て
の
文
献
は
多
数
あ
る
が
、
そ
の
主
な
も
の
に
は
、

　

①　

奈
良
国
立
博
物
館
編
『
経
塚
遺
寶
』
東
京
美
術　

一
九
七
七

　

②　

関　

秀
夫
編
『
経
塚
遺
文
』
東
京
堂
出
版　

一
九
八
五

　

③　

安
藤
孝
一
「
播
磨
極
楽
寺
瓦
経
塚
の
研
究
」
（
『
東
京
国
立
博
物
館
紀
要
』
第
三
二
号
）
一
九
九
七

　

④　

 

姫
路
市
教
育
委
員
会
編
〔
世
界
文
化
遺
産
姫
路
城
発
掘
調
査
報
告
書
〕
『
播
磨
極
楽
寺
瓦
経
―
特
別
史
跡
姫
路
城
内
出
土
―
』　

一
九
九
九
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等
が
あ
る
。

　

極
楽
寺
は
、
一
条
天
皇
の
御
願
寺
で
、
願
主
禅
恵
の
父
祖
藤
原
有
国
並
び
に
そ
の
室
橘
徳
子
の
合
力
に
よ
っ
て
、
そ
の
子
参
議
廣
業
、

三
位
資
業
兄
弟
が
播
磨
守
で
あ
っ
た
時
に
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

勧
進
僧
で
あ
る
禅
恵
が
、
極
楽
寺
へ
集
め
た
写
経
僧
は
願
文
奥
書
か
ら
確
認
さ
れ
る
。
因
み
に
、
禅
恵
は
教
王
房
と
言
い
、
奈
良
で
法

相
宗
を
極
め
、
後
醍
醐
山
で
頼
照
阿
闍
梨
に
師
事
し
真
言
宗
に
皈
し
、
事
相
を
修
習
し
、
定
海
大
僧
正
に
従
い
法
嗣
と
な
っ
た
僧
で
、
天

養
元
年
の
頃
に
、
播
磨
の
極
楽
寺
の
別
当
を
勤
め
た
人
物
で
あ
る
。
な
お
、
勧
進
僧
禅
恵
が
極
楽
寺
へ
集
め
た
写
経
僧
に
つ
い
て
は
、

十
一
枚
の
瓦
板
の
表
裏
に
記
さ
れ
た
長
文
の
願
文
の
奥
書
か
ら
、
書
写
山
客
僧
覚
智
・
彌
高
寺
僧
厳
智
・
彌
高
寺
僧
念
西
・
増
井
寺
僧
仁
勝
・

八
徳
寺
僧
永
尊
と
確
認
さ
れ
る
。
④
に
よ
る
と
、
願
文
に
は
見
え
な
い
が
経
典
末
の
奥
書
に
見
え
る
写
経
僧
と
し
て
、
経
勢
（
寶
篋
印
陀

羅
尼
経
奥
書
）
・
忍
西
（
法
華
経
巻
七
奥
書
・
文
殊
師
利
発
願
経
奥
書
他
）
・
静
兼
（
経
名
不
詳
奥
書
）
の
三
名
写
経
僧
が
確
認
で
き
る
と

し
て
い
る
。
従
っ
て
、禅
恵
を
含
め
て
九
名
の
僧
が
写
経
に
関
わ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
写
経
僧
以
外
に
も
、瓦
造
小
工
佐
伯
秋
里
・

瓦
造
大
工
佐
伯
末
行
・
仏
師
継
別
宮
僧
良
鑒
が
願
文
の
奥
書
に
は
見
え
て
い
る
。

　

因
み
に
、
覚
智
・
厳
智
・
永
尊
の
三
名
に
つ
い
て
は
、

　

書
寫
山
客
僧
覚
智　
　
（
「
天
養
元
年
歳
次

甲
子
六
月
廿
九
日
」
奥
書
願
文
）

　

捨
身
流
浪
沙
門
厳
智　
（
『
金
光
明
経
』
巻
第
四
奥
書
）

　

求
菩
提
僧
永
尊　
　
　
（
『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
第
一
奥
書
）

　

筆
取
沙
門
永
尊　
　
　
（
『
般
若
波
羅
蜜
多
理
趣
品
』
奥
書
）

等
々
、
諸
寺
名
以
外
に
肩
書
き
の
付
記
さ
れ
た
も
の
も
見
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
僧
に
つ
い
て
、
安
藤
孝
一
は
「
こ
れ
ら
の
僧
は
各
地
の
名
山
霊
窟
を
巡
歴
し
、
経
塚
造
営
な
ど
作
善
業
に
加
わ
り
勧
進
行
脚
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を
し
て
い
る
聖
と
考
え
ら
れ
る
。
書
写
山
に
止
宿
逗
留
し
て
い
る
客
僧
で
あ
り
捨
身
流
浪
の
沙
門
で
あ
っ
た
」
（
「
播
磨
極
楽
寺
瓦
経
塚
の

研
究
」
）
と
し
て
い
る
。
そ
れ
を
承
け
て
、「
極
楽
寺
経
塚
の
造
営
に
も
、こ
の
よ
う
な
民
間
に
あ
っ
て
熱
心
な
信
仰
実
践
に
明
け
暮
れ
た
『
聖
』

の
参
加
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
」
（
『
播
磨
極
楽
寺
瓦
経
』
）
と
し
て
い
る
。

　

勧
進
僧
禅
恵
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
八
名
の
写
経
僧
は
、
そ
れ
な
り
の
学
問
を
修
め
て
、
文
字
に
は
慣
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
て

も
問
題
は
な
い
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　

な
お
、
各
経
・
各
巻
の
書
写
経
典
名
と
写
経
僧
名
に
つ
い
て
は
、
安
藤
孝
一
「
播
磨
極
楽
寺
瓦
経
の
研
究
」
に
表
示
が
あ
る
。
因
み
に
、

安
藤
作
成
の
表
に
は
若
干
の
脱
落
が
あ
る
と
し
て
、
『
播
磨
極
楽
寺
瓦
経
』
は
康
治
二
年
分
と
天
養
元
年
分
に
つ
い
て
の
補
い
が
な
さ
れ
て

い
る
。

　
　
　
　
　
２

　
〔
世
界
文
化
遺
産
姫
路
城
発
掘
調
査
報
告
書
〕
『
播
磨
極
楽
寺
瓦
経
―
特
別
史
跡
姫
路
城
内
出
土
―
』
（
姫
路
市
教
育
委
員
会
・

一
九
九
八
）
に
は
、
姫
路
城
濠
浄
化
対
策
工
事
に
伴
う
平
成
七
～
八
年
度
の
出
土
瓦
経
五
一
点
と
明
治
四
四
年
出
土
瓦
経
二
点
の
図
版
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

図
版
の
中
に
は
、
精
度
の
点
で
や
や
問
題
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
も
存
す
る
け
れ
ど
も
、
刻
書
文
字
（
篦
書
き
文
字
）
資
料
と

し
て
十
分
に
読
み
解
け
る
資
料
で
あ
る
。
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右
に
示
し
た
図
版
は
、
前
掲
調
査
報
告
書
「
№
１
法
華
経
巻
一
」
裏
面
の
部
分
で
あ
る
。
図
版
に
は
二
つ
の
「
比
」
字
が
見
ら
れ
る
。

図
版
に
該
当
す
る
部
分
は
、
「
會
中
比
丘
比
丘
尼
優
婆
」
と
翻
字
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
二
つ
の
「
比
」
は
、
現
行
の
活
字
で
翻
字
す

れ
ば
「
比
」
で
同
一
で
あ
る
が
、
次
ぎ
に
示
す
よ
う
に
、
そ
の
属
性
に
お
い
て
二
つ
の
文
字
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

　

右
の
二
字
は
当
然
同
一
人
物
が
同
一
時
に
書
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
だ
と
す
れ
ば
、
二
字
の
字
体
・
筆
順
等
の
違
い
は
な
ぜ
生
じ

る
の
か
。
そ
の
よ
う
な
疑
問
は
二
字
の
属
性
に
留
意
す
る
こ
と
で
生
じ
る
も
の
で
あ
る
。
文
字
の
属
性
に
検
討
を
加
え
る
こ
と
は
、
文
字

の
習
熟
度
・
理
解
度
を
考
え
る
重
要
な
視
点
で
あ
る
と
同
時
に
、
文
字
生
活
史
を
考
え
る
点
で
は
欠
か
せ
な
い
視
点
で
あ
る
。

　

以
下
、
前
掲
報
告
書
の
図
版
に
従
っ
て
、
そ
の
筆
順
に
焦
点
を
当
て
た
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

　

先
ず
、
筆
順
に
焦
点
を
当
て
て
、
若
干
の
文
字
の
模
式
図
を
示
す
。

 

１ 
２ 

３

 

４ 

５ 

６
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７ 

８ 

９

 

10 

11 

12

 

13 

14 

15

 

16 

17 

18

 

19 

20

 

21 

22 
23



播
磨
極
楽
寺
出
土
瓦
経
の
篦
書
き
文
字

15

 

24 

25

 

26 

27 

28 

29 

30

　

１
は
、
「
界
」
字
の
初
画
「
田
」
の
部
分
で
あ
る
。
２
は
、
「
典
」
字
で
あ
る
。
前
掲
「
蛇
喰
遺
跡
」
出
土
の
ヘ
ラ
書
き
文
字
の
「
由
」

字
の
筆
順
、
「
美
濃
国
」
国
印
の
ヘ
ラ
書
き
「
濃
」
字
の
「
曲
」
字
部
分
の
筆
順
の
多
様
さ
に
比
し
て
、
筆
順
の
種
類
は
少
な
い
。
八
～
九

世
紀
の
瓦
窯
の
工
人
・
須
恵
器
工
人
に
比
し
て
、
一
二
世
紀
の
「
作
善
業
に
関
わ
る
勧
進
行
脚
の
僧
」
で
あ
る
の
で
、
文
字
理
解
と
言
う

点
か
ら
見
れ
ば
、
一
定
レ
ベ
ル
の
理
解
と
習
熟
は
当
然
と
い
え
ば
当
然
で
有
る
。
し
か
し
、
「
田
」
字
の
二
例
目
の
筆
順
な
ど
は
、
蛇
喰
遺

跡
出
土
の
「
由
」
字
の
七
種
の
筆
順
に
も
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
因
み
に
、
「
田
」
字
の
二
例
目
な
ど
は
、
文
字
と
し
て
の
意
識
が
疑

わ
れ
る
筆
順
で
あ
る
。

　

３
「
比
」
字
は
、
縦
画
か
ら
横
画
に
曲
げ
る
時
に
、
一
画
の
場
合
と
二
画
に
分
け
る
も
の
と
分
け
な
い
も
の
が
あ
り
、
一
画
目
と
三
画

目
と
の
書
き
方
に
違
い
が
あ
る
。
４
「
法
」
字
は
、
８
「
寺
」
字
と
同
様
、
「
土
」
字
の
書
き
方
に
違
い
が
見
ら
れ
る
。
８
は
７
「
時
」
字

の
「
寺
」
字
の
部
分
の
み
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
初
画
の
「
土
」・
終
画
の
「
寸
」
に
違
い
が
見
ら
れ
る
。
９
「
上
」
字
に
つ
い
て
は
、

一
画
目
と
二
画
目
に
差
異
が
見
ら
れ
る
。
10
「
王
」
字
に
つ
い
て
は
、
最
初
の
例
な
ど
は
極
め
て
変
則
的
な
筆
順
で
あ
る
。
12
「
身
」
字

の
上
字
の
終
画
の
筆
順
は
特
異
で
あ
る
。
13
は
「
女
」
偏
の
模
式
で
あ
る
。
14
・
15
・
16
・
17
「
金
」
「
無
」
「
在
」
「
重
」
字
に
つ
い
て
は
、



16

当
然
現
在
の
筆
順
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
18
「
此
」
字
、
21
「
大
」
字
、
30
「
力
」
字
共
に
初
画
の
部
分
で
の
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。

又
20
「
来
」
字
に
対
す
る
文
字
認
識
も
疑
わ
し
い
。
19
「
進
」
字
等
の
「
隹
」
の
部
分
で
あ
る
が
、
字
形
も
含
め
て
筆
順
に
違
い
が
認
め

ら
れ
る
。
特
に
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
全
く
文
字
認
識
の
な
い
者
が
、
見
ま
ね
で
書
い
た
文
字
か
と
さ
え
思
わ
れ
る
。
22
は
「
艹
（
草
冠
）
」

の
一
画
目
の
筆
順
の
異
な
る
例
で
あ
る
。
23
「
七
」
初
め
の
二
例
は
縦
画
か
ら
横
画
へ
移
る
時
に
二
画
と
す
る
も
の
。
24
「
心
」
字
・
25
「
世
」

字
に
つ
い
て
も
、
中
画
・
終
画
を
そ
れ
ぞ
れ
二
画
と
す
る
も
の
。
26
「
土
」
字
に
つ
い
て
は
、
現
在
と
同
じ
き
筆
順
の
も
の
が
多
く
見
ら

れ
る
が
、
横
二
画
か
ら
書
く
例
も
幾
例
か
見
ら
れ
る
。
27
「
使
」
字
・
28
「
由
」
字
・
29
「
牛
」
字
の
筆
順
も
変
則
性
の
認
め
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
。

　

先
の
模
式
図
に
従
っ
て
筆
順
を
整
理
し
て
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

「
田
」
字
（
「
界
」
字
の
「
田
」
部
分
）
の
筆
順 

「
典
」
字
の
筆
順 

「
生
」
字
の
筆
順

「
土
」
字
（
「
法
」
字
の
「
土
」
部
分
）
の
筆
順 

「
寺
」
字
（
「
時
」
字
の
「
寺
」
部
分
）
の
筆
順

①
②

③

④

⑤

①
④

③⑤

②

⑥

①
②

③ ⑤

④

⑥

①
②

③

⑤

④

①

②

③

④

⑥

⑦ ⑧

①

②

③

③

①

②

③
①

②

⑤

⑥ ④

①
②

③

④

⑥ ⑤

③
①

②

④

⑥ ⑤
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「
上
」
字
の
筆
順 

「
王
」
字
の
筆
順

「
金
」
字
の
筆
順 

「
女
」
篇
の
筆
順

「
告
」
字
の
筆
順 

「
無
」
字
の
筆
順 

「
在
」
字
の
筆
順 

「
此
」
字
の
筆
順

「
重
」
字
の
筆
順 

「
大
」
字
の
筆
順 

「
草
」
冠
の
筆
順

①

②

③

③

①

②

③④

①

②

④②

①

③

① ②

③

④
⑤

⑥ ⑦

① ②

③

④
⑤

⑦ ⑧

①

②
③

①

③
②

①

②
③

④

⑥

①

②

③

④⑤⑥

⑦

①

②

③

④
⑤ ⑥

⑦

①
②

③

④

⑤

⑥

①

②

③

④
⑤

①

③

②

④
⑤

①

②
③ ④

⑤
⑥

⑦
⑧

⑨

①
②

③

②
①

③

①

②

③

②

①

③
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「
来
」
字
の
筆
順 

「
七
」
字
の
筆
順 

「
牛
」
字
の
筆
順

「
心
」
字
の
筆
順 

「
由
」
字
の
筆
順 

「
使
」
字
の
筆
順 

「
力
」
字
の
筆
順

 

「
世
］
字
の
筆
順

　
　
　
　
　
３

　

２
に
於
い
て
示
し
た
、
筆
順
に
焦
点
を
当
て
た
文
字
の
模
式
図
は
、
比
較
的
画
数
の
少
な
い
も
の
に
限
定
し
た
。
画
数
の
少
な
い
も
の

①

②
③

④ ⑤

⑥
⑦

①

②
③

④ ⑤

⑤
⑥

①

②

③

①

②

①

②
③①

②

①

②

③
④

⑤

①

②

③

④

⑤

⑥

⑧

⑦

⑨

① ②

③

④

⑤

① ②

③

④

① ③ ④

⑤

⑥

②

①

②

② ③ ④

⑤

⑥

①
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を
取
り
上
げ
た
理
由
に
は
筆
順
の
判
断
可
能
な
点
を
重
視
し
た
こ
と
に
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
画
数
の
少
な
く
、
使
用
頻
度
も
比
較
的
高
い

と
考
え
ら
れ
る
文
字
に
お
い
て
、
複
数
の
筆
順
が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
文
字
の
理
解
度
を
探
る
点
で
重
要
な
視
点
と
考
え
る
謂
で

あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
極
楽
寺
の
瓦
経
は
、
右
に
示
し
た
図
版
で
解
る
よ
う
に
経
文
を
書
写
す
る
た
め
の
、
界
線
、
罫
線
が
引
か
れ
、
行
数
も
一

部
に
一
五
行
の
も
の
が
見
ら
れ
る
が
、
一
三
・
一
四
行
を
基
準
と
し
て
書
写
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
一
行
の
文
字
数
も
一
七
字
と
す
る
。
因

み
に
、
偈
の
部
分
に
つ
い
て
は
四
字
四
句
を
一
行
に
書
写
し
て
あ
る
。

　

執
筆
僧
に
よ
っ
て
、
そ
の
筆
跡
に
は
差
異
が
認
め
ら
れ
る
が
、
整
然
と
し
た
書
写
の
形
式
・
形
態
を
も
考
慮
す
れ
ば
執
筆
僧
と
し
て
は

一
定
の
識
字
層
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
勧
進
僧
で
あ
る
禅
恵
に
つ
い
て
は
、先
に
も
示
し
た
が
「
法
相
宗
を
極
め
」「
論

議
に
長
し
」
「
事
相
を
修
習
し
」
「
法
嗣
と
な
る
」
（
『
増訂
日
本
佛
家
人
名
辞
書
』
鷲
尾
順
敬
編
・
東
京
美
術
・
一
九
八
七
）
人
物
で
あ
れ
ば
、

金
光
明
経
巻
三
（
瓦
経
№
33
・
表
面
）
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当
然
文
字
に
対
し
て
の
認
識
・
知
識
は
十
分
に
高
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
し
、
禅
恵
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
写
経
僧
も
そ
れ
な

り
に
文
字
に
対
し
て
の
知
識
は
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
前
に
も
記
し
た
通
り
で
あ
る
。

　

な
お
、
前
頁
の
図
版
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
字
体
や
文
字
の
大
き
さ
も
一
応
揃
っ
て
お
り
、
運
筆
・
筆
致
の
点
に
お
い
て
も
比
較
的

整
然
と
し
て
い
る
の
も
頷
け
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
筆
者
は
瓦
造
り
と
い
う
生
産
活
動
を
僧
尼
の
勧
化
に
応
じ
て
功
徳
を
得
る
と
い
う
知
識
集
団
の
文
字
生
活
の
一
端
を
分
析

法
華
経
巻
一
（
瓦
経
№
１
・
裏
面
） 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

法
華
経
巻
五
（
瓦
経
№
11 

・
表
面
）
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し
た
こ
と
が
あ
る
。
（
「
土
塔
出
土
の
文
字
瓦
に
見
る
文
字
生
活
―
知
識
集
団
と
文
字
習
熟
―
」
『
武
庫
川
女
子
大
学
紀
要　

人
文
・
社
会
科

学
編
』
第
52
巻
・
二
〇
〇
四
）

　

土
塔
の
文
字
瓦
の
篦
書
き
文
字
に
つ
い
て
、
上
原
真
人
は
「
字
体
や
文
字
の
大
き
さ
は
不
揃
い
で
、
（
略
）
多
数
の
人
間
が
知
識
結
に
加

わ
り
、
同
じ
個
人
が
寄
進
量
に
し
た
が
っ
て
何
枚
も
記
名
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
字
体
や
文
字
の
大
き
さ
が
不
揃
い
な
の
も
、
記
名
が
バ

ラ
バ
ラ
に
さ
れ
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
」
（
「
奈
良
時
代
の
文
字
瓦
」
『
行
基
の
考
古
学
』
塙
書
房
）
と
述
べ
、
東
野
治
之
は
「
ヘ
ラ
書
き
瓦
全

体
を
通
観
し
て
気
づ
く
の
は
、
ま
ず
筆
跡
の
多
様
さ
で
あ
る
。
筆
跡
は
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
的
で
あ
り
、
ヘ
ラ
書
き
と
は
い
え
、
使
わ
れ
た

道
具
も
画
一
的
な
も
の
で
は
な
い
。
（
略
）
こ
の
よ
う
に
、
土
塔
瓦
の
ヘ
ラ
書
き
が
各
々
極
め
て
著
し
い
個
性
を
示
す
の
は
、
強
固
な
規
制

の
働
か
な
い
条
件
下
で
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
（
略
）
土
塔
の
ヘ
ラ
書
き
に
見
ら
れ
る
自
由
な
特
色
は
、
公
的
な
強
制
と
離
れ
た

状
況
の
も
と
で
、
そ
れ
ら
が
入
れ
ら
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
と
言
っ
て
よ
い
。
（
略
）
こ
れ
ら
ヘ
ラ
書
き
瓦
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
個
々

人
が
書
き
込
ん
だ
と
見
て
よ
い
。
土
塔
周
辺
の
和
泉
や
南
河
内
が
、
有
数
の
官
人
供
給
地
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
起
す
る
と
、
そ
れ
を
可
能

に
す
る
だ
け
の
識
字
人
口
も
、
当
然
あ
っ
た
と
し
て
不
都
合
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
」
（
「
土
塔
の
文
字
か
わ
ら
」
『
史
跡
土
塔
―
文
字
瓦
聚
成
』

堺
市
教
育
委
員
会
）
等
と
述
べ
て
い
る
。

蓮
光 

蓮
光 

蓮
光 
蓮
光 

連
小 

連
小
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定
林 

妙
法 

福
賢 

麻
□

　

右
に
土
塔
の
ヘ
ラ
書
き
文
字
瓦
か
ら
の
一
例
を
示
し
た
。
筆
順
・
字
体
に
お
い
て
、
か
な
り
の
自
由
奔
放
さ
が
窺
え
る
も
の
で
あ
り
、

例
え
ば
「
林
」
「
妙
」
字
な
ど
は
、
「
林
」
「
妙
」
文
字
と
し
て
の
意
識
が
ど
こ
ま
で
あ
る
か
が
疑
わ
れ
る
も
の
で
も
あ
る
。
因
み
に
、
「
法
」

字
の
筆
順
は
、極
楽
寺
瓦
経
に
も
見
ら
れ
、「
艹
（
草
冠
）
」
も
「
縦
画
→
横
画
→
縦
画
」「
横
画
→
縦
画
→
縦
画
」
の
二
種
が
確
認
さ
れ
る
が
、

こ
れ
は
極
楽
寺
瓦
経
と
同
じ
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
先
の
模
式
図
の
23
～
25
に
示
し
た
「
七
」
・
「
心
」
・
「
世
」
字
の
各
々
の
二
画
目
・
二
画
目
・
五
画
目
の
縦
画
を
曲
げ
る
時

に
二
画
に
分
け
、
本
来
一
画
の
も
の
を
別
画
に
分
け
て
書
く
場
合
の
例
が
見
ら
れ
る
。
因
み
に
、
「
世
」
字
に
つ
い
て
は
殆
ど
の
例
が
二
画

に
分
け
て
書
か
れ
る
。

　

七
二
〇
～
七
三
〇
年
代
の
操
業
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
歌
姫
西
瓦
窯
出
土
の
篦
書
き
瓦
に
縦
画
を
曲
げ
る
時
に
二
画
に
分
け
三
画
で
書
く

例
が
あ
る
。

歌
姫
西
瓦
窯
出
土
篦
書
き
瓦          

音
如
ヶ
谷
瓦
窯
出
土
篦
書
き
瓦

　

歌
姫
西
瓦
窯
出
土
の
「
七
」
字
と
音
如
ヶ
谷
瓦
窯
出
土
の
「
七
」
字
と
は
、
縦
画
を
曲
げ
る
時
に
明
ら
か
に
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。
歌
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姫
西
瓦
窯
出
土
の
「
七
」
は
、
先
に
も
記
し
た
よ
う
に
縦
画
を
曲
げ
る
時
に
二
画
に
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、
音
如
ヶ
谷
の
は
縦
画
か
ら
横

画
へ
は
滑
ら
か
な
カ
ー
ブ
と
な
っ
て
い
る
。
音
如
ヶ
谷
瓦
窯
は
、
七
四
五
年
平
城
遷
都
以
降
で
、
文
字
に
対
し
て
の
認
識
の
差
も
考
え
ら

れ
る
が
、
歌
姫
西
瓦
窯
工
人
の
文
字
理
解
の
低
さ
は
否
め
な
い
。
歌
姫
西
瓦
窯
出
土
の
篦
書
き
の
「
七
」
字
に
見
ら
れ
る
縦
画
か
ら
横
画

に
曲
が
る
場
合
に
別
画
と
す
る
書
記
の
仕
方
は
、
極
楽
寺
瓦
経
の
「
七
」
「
心
」
「
世
」
字
の
場
合
と
同
一
で
あ
る
。

　
「
隹
」
の
二
例
目
、
女
偏
の
三
例
目
、
「
金
」
の
一
例
目
な
ど
は
、
土
塔
の
文
字
瓦
の
「
林
」
と
同
レ
ベ
ル
の
文
字
意
識
と
い
え
よ
う
か
。

文
字
と
し
て
の
「
画
」
の
認
識
も
な
く
、
見
ま
ね
で
書
き
写
し
た
と
さ
え
思
わ
れ
る
。

　

東
野
治
之
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
、「
識
字
人
口
」
が
仮
に
多
か
っ
た
と
し
て
も
、文
字
に
対
し
て
の
理
解
度
は
そ
れ
ほ
ど
均
一
的
で
は
な
く
、

識
字
率
も
そ
れ
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
伺
わ
せ
る
書
記
実
態
で
あ
る
。

　

土
塔
の
文
字
の
字
様
と
比
較
す
れ
ば
、
極
楽
寺
瓦
経
の
文
字
の
字
様
は
、
前
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
温
和
で
整
然
と
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
土
塔
の
時
代
と
極
楽
寺
瓦
経
の
書
紀
さ
れ
た
時
代
の
差
、
書
記
者
の
層
の
違
い
を
考
え
れ
ば
、
文
字
に
対
し
て
の
理

解
度
に
か
な
り
の
差
の
あ
る
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
点
で
は
あ
る
。

　

だ
と
す
れ
ば
、
前
に
模
式
し
た
画
数
の
少
な
い
、
使
用
頻
度
も
高
い
と
考
え
ら
れ
る
文
字
に
お
い
て
、
複
数
の
筆
順
の
見
ら
れ
る
事
実
、

「
七
」
「
世
」
「
心
」
字
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
事
実
を
ど
の
よ
う
に
見
る
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
ろ
う
。

　
　
　
　
　
４

　

従
来
、
文
字
研
究
は
伝
世
さ
れ
て
き
た
典
籍
・
古
文
書
等
を
対
象
と
し
て
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
近
時
は
出
土
文
字
資
料
を
対
象

と
し
た
研
究
が
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
出
土
文
字
資
料
を
研
究
の
対
象
と
す
る
場
合
、
従
来
釈
文
の
み
が
そ
の
対
象
と
さ
れ
る
場
合

が
多
か
っ
た
。
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前
に
、
図
版
と
し
て
示
し
た
法
華
経
巻
き
五
（
瓦
経
№
11
）
は
、

　
　
　
　

尒
時
釋
迦
牟
尼
佛
［　

］

　
　
　
　

他
方
國
土
来
者
在
［　

］

　
　
　
　

上
結
跏
趺
坐
其
佛
［　

］

　
　
　
　

於
三
千
大
千
世
［
界　

］

　
　
　
　

各
白
佛
［　
　
　
　
　

］

の
よ
う
に
翻
字
さ
れ
る
が
、
図
版
に
見
ら
れ
る
資
料
の
属
性
は
等
閑
に
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
点
で
、
資
料
を
史
料
と
す
る
点
に
欠
け
て
い

た
と
思
わ
れ
る
。
資
料
を
史
料
と
す
る
為
に
は
、
原
資
料
の
属
性
の
釋
読
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

後
世
の
潤
色
の
な
い
出
土
文
字
資
料
は
、
そ
の
属
性
を
釋
読
す
る
こ
と
で
、
文
字
理
解
の
あ
り
方
を
探
る
こ
と
に
繋
が
る
は
ず
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
稿
で
は
比
較
的
字
画
の
少
な
い
文
字
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
筆
順
の
複
数
認
め
ら
れ
る
場
合
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
し
、

そ
の
属
性
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

　

極
楽
寺
の
瓦
経
が
十
二
世
紀
頃
の
も
の
と
す
れ
ば
、
文
字
の
普
及
率
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
文
字
に
対
す
る
理
解
度
も
奈
良
時
代
の
土

塔
の
書
記
者
等
よ
り
は
数
段
高
く
、
識
字
率
も
高
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
先
に
見
た
よ
う
に
筆
順
に
複
数
の
種
類
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
文
字
が
普
及
し
て
、
文
字
を
使
用
す
る

層
が
広
が
っ
た
と
し
て
も
、
文
字
理
解
は
均
一
的
な
も
の
で
は
な
く
、
従
っ
て
文
字
の
習
熟
度
も
均
一
的
で
は
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の

で
あ
ろ
う
。
紙
に
書
か
れ
た
伝
世
の
文
献
資
料
の
場
合
は
、
一
定
の
限
定
さ
れ
た
層
の
な
せ
る
営
為
で
、
よ
り
多
く
の
層
に
お
い
て
は
、

そ
れ
ほ
ど
文
字
に
対
す
る
理
解
度
は
高
く
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
一
般
の
多
く
の
人
々
に
お
い
て
は
、
文
字
の
習
熟

度
は
高
く
な
く
、
例
え
ば
、
「
七
」
「
心
」
「
世
」
の
字
画
さ
え
書
記
者
に
よ
っ
て
は
違
い
が
有
り
、
「
時
」
字
の
「
寺
」
、
「
王
」
字
の
筆
順
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さ
え
十
分
に
習
得
し
得
な
い
状
況
に
あ
る
層
の
存
在
を
把
握
す
る
こ
と
が
文
字
生
活
史
を
把
握
す
る
た
め
に
は
必
要
で
あ
ろ
う
。
十
二
世

紀
に
お
け
る
、
相
当
に
文
字
生
活
に
は
習
熟
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
禅
恵
（
勧
進
僧
）
、
そ
の
禅
恵
の
も
と
に
集
ま
っ
た
写
経
僧
に
お
い
て
で

あ
る
。

　

出
土
文
字
資
料
、
と
り
わ
け
刻
書
文
字
・
墨
書
文
字
資
料
は
、
一
点
一
点
が
断
片
的
で
あ
り
、
一
点
一
点
で
は
そ
れ
が
何
を
意
味
す
る

か
を
理
解
す
る
こ
と
は
難
し
い
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
一
文
字
一
文
字
毎
の
属
性
を
、
釋
読
す
る
こ
と
で
、
文
字
に
対
し
て
の
理
解
度
を

探
る
手
が
か
り
と
す
る
こ
と
は
十
分
に
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
刻
書
文
字
資
料
等
の
資
料
群
と
そ
の
属
性
を
釋
読
す
る
こ
と
は
、
文
字

の
習
熟
度
・
理
解
度
を
考
え
る
上
で
一
定
の
役
割
を
果
た
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
出
土
文
字
資
料
の
属
性
を
釋
読
す
る
こ
と
は
、
書
記
者

を
と
り
ま
く
文
字
生
活
を
考
え
る
う
え
に
お
い
て
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
視
点
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
５

　

本
稿
で
は
、文
字
生
活
史
の
史
料
と
し
て
篦
書
き
文
字
に
焦
点
を
あ
て
る
視
点
か
ら
の
浅
見
で
あ
る
。
出
土
文
字
資
料
の
う
ち
墨
書
土
器
・

刻
書
土
器
（
線
刻
土
器
・
篦
書
き
土
器
）
等
の
場
合
に
は
、
一
文
字
・
二
文
字
程
度
の
物
が
多
く
、
木
簡
・
漆
紙
文
書
が
文
字
・
用
字
は

言
う
に
及
ば
ず
、
語
彙
・
文
章
・
文
体
を
含
め
て
の
史
料
的
意
義
が
認
め
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
や
や
そ
の
史
料
的
意
義
が
限
定
さ
れ
る

け
れ
ど
も
、
文
字
生
活
史
の
史
料
的
価
値
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　

文
字
（
漢
字
）
の
筆
順
は
、
書
記
者
の
文
字
の
習
熟
度
・
理
解
度
を
知
る
重
要
な
視
点
で
あ
る
。
そ
の
視
点
に
お
い
て
、
篦
書
き
土
器

の
文
字
は
、
墨
書
さ
れ
た
文
字
・
線
刻
さ
れ
た
文
字
等
と
は
異
な
っ
た
属
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

瓦
経
の
場
合
は
、
粘
土
板
に
篦
で
文
字
を
書
き
、
そ
れ
を
焼
成
し
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
鏤
刻
文
字
の
凹
凸
が
は
っ
き
り
と
確
認
さ
れ

る
こ
と
で
、
例
え
ば
縦
画
と
横
画
の
筆
順
等
に
つ
い
て
は
明
確
に
確
認
可
能
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
墨
書
さ
れ
た
文
字
・
線
刻
文
字
等
で
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は
確
認
し
難
い
篦
書
き
文
字
の
重
要
な
属
性
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
極
楽
寺
出
土
瓦
経
の
字
様
を
奈
良
時
代
の
土
塔
の
文
字
瓦
、
歌
姫
西
瓦
窯
出
土
の
文
字
瓦
と
比
較
し
た
。
極
楽
寺
出
土
瓦

経
が
一
二
世
紀
前
半
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
文
字
の
普
及
と
い
う
点
で
は
問
題
に
な
ら
ず
、
書
記
者
の
瓦
経
の
勧
進
僧
と
瓦

工
人
を
考
え
れ
ば
、
文
字
に
対
し
て
の
習
熟
度
・
認
識
度
に
は
比
較
す
る
こ
と
す
ら
が
意
味
の
な
い
位
の
違
い
が
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
く
同
程
度
の
状
況
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
は
、
文
字
に
対
す
る
習
熟
度
・
理
解
度
の
視
角
で
、
篦
書
き
文
字

は
、
文
字
生
活
史
を
考
え
る
上
で
極
め
て
貴
重
な
史
料
的
位
置
を
占
め
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

資
料
は
、
そ
れ
を
史
料
と
す
る
た
め
に
、
そ
の
属
性
の
釋
読
が
必
要
で
あ
る
。

　

現
在
、
教
室
に
お
い
て
も
同
様
な
こ
と
に
出
会
う
こ
と
は
稀
で
は
な
い
。
例
え
ば
片
仮
名
の
「
ヲ
」
を
「
フ
」
＋
「
一
」
と
二
画
で
書

く
学
生
が
少
な
く
な
い
。
「
ヲ
」
の
字
母
が
「
乎
」
で
あ
り
、
「
ヲ
」
は
そ
の
初
画
の
変
化
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
者
は
、

「
一
」
＋
「
一
」
＋
「
ノ
」
と
三
画
で
書
く
で
あ
ろ
う
。
「
シ
」「
ツ
」
を
「

」「

」
と
書
く
学
生
が
い
る
。
極
端
に
模
式
化
す
れ
ば
、「
シ
」

の
初
画
を
「

」
、
「
ツ
」
の
初
画
を
「

」
と
す
る
類
い
で
あ
る
。
各
々
の
仮
名
の
字
母
が
「
之
」
「
川
」
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
お
れ

ば
起
こ
り
得
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

文
字
の
普
及
と
文
字
に
対
す
る
習
熟
度
・
理
解
度
と
を
安
易
に
結
び
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
文
字
の
指
導
へ
の
自
戒
を
込
め
て
の

拙
稿
で
あ
る
。

（
本
学
教
授
）


